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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
初
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
市
政
運
営
の

基
本
と
な
る
「
第
６
次
市
総
合
計

画
」
を
策
定
し
、
そ
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。「
い
く
つ
に
な
っ

て
も
住
み
よ
い
ま
ち
次
世
代
に
つ

な
ぐ
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
く
ろ
い

し
」
を
基
本
理
念
に
、
自
信
と
誇

り
を
も
っ
て
次
世
代
に
つ
な
げ
ら

れ
る
ふ
る
さ
と
黒
石
市
を
目
指
し

て
「
自
立
し
た
ま
ち
」、「
元
気
な

ま
ち
」、「
安
心
な
ま
ち
」
を
大
き

な
柱
と
し
た
も
の
で
す
。

計
画
の
２
年
目
と
な
る
今
年
は
、�

「
黒
石
力
」
が
結
集
し
、
持
続
可
能

な
一
体
感
の
あ
る
強
い
ま
ち
へ
の

実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
黒
石
Ｉ
Ｃ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
へ
の
進
出
第
１

号
企
業
が
本
年
４
月
に
本
格
稼
働

を
予
定
し
て
お
り
、
官
民
連
携
の

も
と
で
、
地
域
経
済
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
の
食
の
安
全
・
安
心
志
向
の

高
ま
り
に
伴
い
、
有
機
農
業
へ
の

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

付
加
価
値
を
加
え
た
農
産
物
づ
く

り
で
地
域
の
活
性
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
他
、
高
価
格
が
期

待
で
き
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

や
希
少
品
種
の
黄
美
香
メ
ロ
ン
な

ど
の
栽
培
を
推
進
し
、
世
界
を
視

野
に
入
れ
た
販
路
拡
大
や
新
規
需

要
開
拓
を
図
る
こ
と
で
、
所
得
の

向
上
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
市
立
図
書
館
の
基
本
構
想
お

よ
び
基
本
計
画
の
策
定
を
今
年
中

に
行
い
、
令
和
４
年
度
の
開
館
に

向
け
て
準
備
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
旧

大
黒
デ
パ
ー
ト
を
解
体
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
基
本
設
計
等
に

着
手
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

中
町
こ
み
せ
通
り
の
電
線
地
中

化
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
で

の
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
黒

石
ら
し
い
歴
史
・
文
化
等
の
景
観

に
配
慮
し
た
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
適
正
配
置
に
よ
る
新

設
黒
石
小
学
校
お
よ
び
黒
石
東
小

学
校
の
給
食
棟
の
新
築
工
事
が
完

了
し
ま
す
の
で
、
市
内
全
小
学
校

の
完
全
給
食
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

福
祉
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
全
て
の
市
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
一
体
感
の
あ
る
強
い
ま
ち
へ

明けましておめでとうございます。市民の皆様には、
健やかな新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
昨年は、議員の任期満了に伴い市議会議員選挙が実
施され、新たな議員を加えての出発となりました。私
事でありますが、５月開催の臨時会において、第20代
目にして初の女性議長に選任されたことに感謝し、日々
職務に励んでいるところでございます。
さて、本年４月からは、小学校適正配置における統
廃合が完了し、黒石小学校、黒石東小学校、六郷小学
校、東英小学校の新４小学校時代が始まります。それに
伴い、完全給食の実施や通学手段の変更等に対する児
童・保護者の心配事もご懸念される中、皆様の不安を少
しでも解消できるよう努めてまいりたいと存じます。
また、市中心市街地活性化基本計画に掲載されてい
る事業の中で、旧大黒デパートの跡地に計画しており
ます市民サービス施設整備事業や黒石公民館駐車場に

計画しております市立図書館
整備事業等、議論を重ねてま
いりました各種事業が、具現
化に向けて動き出す年でもあ
ります。
これら事業に関しましても、
市民と一緒に注視し、市の将
来像を見据え、行政と連携・
協調を図りつつ取り組む所存
であります。
米やりんごなどの農作物については、昨年同様、台
風などの災害による被害のない出来秋を迎えることが
できますよう願っております。
結びとなりますが、私が目標に掲げました「市民の
意見に耳を傾け、ともに歩む市民参加型の議会」を目指
し、市民の方々のご理解と議員各位のご協力を得なが
ら、努力してまいりますことをお誓いするとともに、皆
様にとりまして輝かしい一年となりますことをお祈り申
し上げまして、年頭のご挨拶とさせていただきます。

市民参加型議会を目指して

工藤和子市議会議長

髙樋憲市長

持
続
可
能
な
一
体
感
の
あ
る
強
い
ま
ち
へ
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し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
展
望

を
述
べ
ま
し
た
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
商
工
課
産

業
推
進
係
☎
52
－
２
１
１
１
内

線
６
４
２

市
誘
致
企
業
の
株
式
会
社
東
北

丸
和
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、
黒
石

Ｉ
Ｃ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ク
ロ
ッ
シ

ン
グ
内
へ
の
事
業
所
開
設
に
伴

い
、
新
規
従
業
員
募
集
の
会
社
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
は
、「
令
和
２
年
度
市
民
税
・

県
民
税
」
の
申
告
相
談
を
左
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

受
付
会
場
は
、
黒
石
公
民
館
多

目
的
ホ
ー
ル
で
す
（
２
月
19
日

（
水
）
〜
21
日
（
金
）
を
除
く
）。

な
お
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告

の
受
付
期
間
は
、
２
月
17
日
（
月
）

〜
３
月
16
日
（
月
）
で
す
。

自

書

申

告

を

推

奨

市
は
、
自
書
申
告
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
市
民
税
・
県
民
税
の
申

告
書
は
、
本
紙
令
和
元
年
12
月
15

日
号
と
一
緒
に
配
布
し
た
も
の

か
、
市
税
務
課
窓
口
に
備
え
付
け

の
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

◎�

申
告
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

申
告
書
に
は
、
申
告
者
・
扶
養

親
族
・
事
業
専
従
者
等
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
の
で
、

記
載
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
者
本
人
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し
と
身
元
確
認
書
類
（
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）
の
写
し
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
税
務
課
住

民
税
係
☎
52
－
２
１
１
１
内
線

６
３
５
〜
６
３
７

市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

黒
石
Ｉ
Ｃ
ロ
ジ
ク
ロ

基
本
協
定
を
締
結

期　間 対象住所地 受付会場
（受付時間）

２月３日㈪
�〜10日㈪

期間前申告（下記対象者限定）◎住所地指定な
し▽収入が給与、年金または貸田・貸畑のみの
人▽収入がなかった人や遺族年金・障害年金な
どの非課税収入のみの人

黒石公民館
多目的ホール
（午前８時30分
〜午後３時）２月12日㈬

��〜18日㈫

相野、青山、旭町、東町、油横丁、泉町、市ノ町、
一番町、岩木町、後大工町、内町、浦町、大板町、
大町、乙大工町、乙徳兵衛町、角田、鍛治町、春
日町、上町、北田中（田中、村後北）、北美町、京
町、ぐみの木、株梗木横丁、黒石、甲大工町、甲
徳兵衛町、寿町、幸町、境松、柵ノ木、作場町、
桜木町、昭和町、末広、住吉町、田中、寺小路、
中町、長崎、西ヶ丘、錦町、野際、野添町、八甲、
花園町、浜町、東新町、東野添（長坂道北）、袋
井、前町、松葉町、松原、道北町、緑町、緑ヶ丘、
美原町、元町、山形町、弥生町、横町、吉乃町、
若葉町

２月19日㈬ 大川原、南中野（黒森下） 大川原会館
（午後１〜３時）

２月20日㈭
���・21日㈮

板留、沖浦、上山形、下山形、二庄内、温湯、花
巻、袋、南中野（井戸澤、才ノ神、堰下、留矢場、
不動舘、家岸、上平）

山形公民館
（午前９時〜
午後３時）

２月25日㈫
〜３月２日㈪

浅瀬石、石名坂、追子野木、髙賀野、ちとせ、豊
岡、中川、牡丹平

黒石公民館
多目的ホール
（午前８時30分
〜午後３時）

３月３日㈫
��〜６日㈮
���・９日㈪

赤坂、あけぼの町、上目内澤、上十川、北田中
（馬場尻中道西、馬場尻中道東、馬場尻道下）、
小屋敷、小屋敷西、小屋敷南、下目内澤、髙舘、
竹田町、竹鼻、飛内、飛内北、富田、西馬場尻、
二双子、馬場尻下、馬場尻東、馬場尻南、馬場尻
西、東野添（蟹田新田、竹田）、東馬場尻、富士
見、三島

３月８日㈰
�・10日㈫
�〜16日㈪

住所地指定なし
◎�上記日程で都合がつかない場合、ご利用くだ
さい。

◎３月８日（日）を除いた土・日曜日、祝日は休みです。

市
と
県
、
株
式
会
社
東
北
丸
和

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
平
野
健
治
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、
令
和
元
年

12
月
12
日
に
、
黒
石
Ｉ
Ｃ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
内
へ
の

事
業
所
開
設
に
係
る
基
本
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

東
北
丸
和
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、

紅
屋
商
事
が
東
北
道
黒
石
Ｉ
Ｃ
西

側
に
建
設
中
の
物
流
セ
ン
タ
ー
内

に
事
務
所
を
置
き
、
商
品
の
仕
分

け
や
配
送
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

協
定
締
結
後
、髙
樋
市
長
は「
仕

事
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
、

事
業
所
に
と
っ
て
も
黒
石
市
が
第

二
の
ふ
る
さ
と
と
な
る
よ
う
協
力

黒
石
Ｉ
Ｃ
ロ
ジ
ク
ロ

基
本
協
定
を
締
結

市
誘
致
企
業
会
社
説
明
会
を
開
催

◆�

日
時
…
１
月
14
日
（
火
）
▽
１

回
目
＝
午
後
１
時
30
分
▽
２
回

目
＝
午
後
３
時

◆�

場
所
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
黒
石

◆�

職
種
…
構
内
作
業
員（
チ
ル
ド
・�

ド
ラ
イ
作
業
）

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
黒
石
☎
53
－
８
６
０
９

協定書を手にする（左から）髙樋市長、
平野社長、江刺家県商工労働部次長
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市
長
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

本
日
は「
地
域
に
根
差
し
た
教
育

の
充
実
〜
子
供
た
ち
の
明
る
い
未

来
に
と
っ
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
学

校
や
地
域
、家
庭
が
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
子
供
を
育
て
る
か
に
つ
い
て

話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
子
供
た
ち
は
世
界
の
宝

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち

は
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
持
ち
、
そ

の
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く

り
と
教
育
を
う
ま
く
結
び
つ
け
て

い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
現
在
の
活
動
内
容

を
含
め
て
、
自
己
紹
介
を
お
願
い

し
ま
す
。

渡
邊
私
は
黒
石
小
学
校
で
校
長
を

し
て
い
ま
す
。
本
校
は
４
月
か
ら

新
し
い
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
の
で
、
閉
校
と
開
校
の
準
備
を

並
行
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
子
供

た
ち
の
心
に
残
る
節
目
と
な
る
よ

う
に
、
や
る
べ
き
こ
と
一
つ
ひ
と

つ
に
思
い
を
込
め
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

種
市
私
は
北
地
区
振
興
対
策
協
議

会
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
北
地

区
で
は
小
学
校
や
社
会
福
祉
協
議

会
、
こ
ど
も
園
、
児
童
館
、
子
ど

も
会
育
成
会
な
ど
の
各
団
体
と
連

携
し
て
、
春
の
あ
い
さ
つ
運
動
や

夏
祭
り
、
雪
祭
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
子
供
た
ち
と
一
緒
に

行
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
次

代
を
担
う
地
域
の
宝
だ
と
い
う
考

え
を
持
ち
、
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

津
軽
私
の
本
業
は
神
社
の
宮
司
で

す
が
、
西
部
児
童
館
の
館
長
や
、

県
児
童
館
連
絡
協
議
会
の
副
会
長

も
し
て
い
ま
す
。
学
校
統
合
後
も
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
安
心
で
き
る

居
場
所
と
な
る
よ
う
に
、
地
域
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
児
童
館
の
責

任
者
の
務
め
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

石
澤
私
は
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
計

を
し
て
い
ま
す
。
連
合
会
で
は
、

親
が
子
供
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
べ
き
か
と
い
う
研
修
会
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
個
人
と

し
て
は
「
さ
ら
っ
と
青
森
」
と
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、（
一
財
）

日
本
プ
ロ
ス
ピ
ー
カ
ー
協
会
で
は

選
択
理
論
心
理
学
を
用
い
て
、
豊

か
な
人
間
関
係
の
築
き
方
を
、
講

演
活
動
を
通
し
て
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
成
長
の
た
め
に

市
長
本
市
は
、
小
学
校
適
正
配
置

に
よ
っ
て
、小
中
一
貫
や
小
中
連
携

を
視
野
に
入
れ
た
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子供たちは地域の宝であり、郷土の伝統文化を継承し、次世代を担う私たちの未来です。子供た
ちが心豊かで健やかに育つためには、学校・家庭・地域社会がそれぞれ役割を果たしつつ、相互に
連携して活動することが重要です。今回は、学校・家庭・地域に携わる４人を迎え、よりよい子供
たちの教育のあり方についてお話をお聞きました。

地域に根差した
	 教育の充実

〜子供たちの明るい未来にとって〜

特集
新春座談会
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会
会
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氏
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会
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氏

西
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憲
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っ
て
い
る
致
命
的
な
７
つ
の
習
慣

と
し
て「
批
判
す
る
」、「
責
め
る
」、

「
罰
す
る
」、「
脅
す
」、「
文
句
を
言

う
」、「
ガ
ミ
ガ
ミ
言
う
」、「
褒
美
で

釣
る
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

逆
に
、身
に
つ
け
た
い
７
つ
の
習

慣
と
し
て「
傾
聴
す
る
」、「
支
援
す

る
」、「
励
ま
す
」、「
尊
敬
す
る
」、

「
信
頼
す
る
」、「
受
容
す
る
」、「
意

見
の
違
い
を
交
渉
す
る
」と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。

子
供
と
け
ん
か
す
る
こ
と
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
意
見
の
違
い

を
交
渉
し
て
お
互
い
が
歩
み
寄
る

こ
と
で
、
み
ん
な
で
成
長
す
る
力

が
つ
く
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
、
子
供
の
う
ち
に
親
と

一
緒
に
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。

渡
邊
学
校
の
掃
除
の
時
間
、
自
分

の
担
当
の
仕
事
が
終
わ
る
と
何
も

せ
ず
に
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
子
供

が
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
て
動

く
応
用
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
考

え
て
行
動
し
、
自
分
で
振
り
返
っ

て
次
の
行
動
に
移
す
と
い
う
サ
イ

ク
ル
を
、
一
人
で
は
な
く
み
ん
な

で
学
ぶ
場
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

種
市
学
校
や
育
成
会
な
ど
と
連
携

し
て
一
緒
に
事
業
を
行
い
、
積
極

的
に
子
供
た
ち
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、子
供

た
ち
に
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い

か
、そ
れ
に
対
し
て
大
人
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
、そ
れ

に
対
す
る
問
題
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

種
市
子
供
た
ち
に
は
、
夢
を
持
っ

て
健
全
で
安
全
に
成
長
し
て
ほ
し

い
で
す
。
子
ど
も
会
育
成
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
地
域
の
子
供
は
地

域
で
育
て
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、

各
団
体
や
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

子
供
た
ち
を
見
守
る
こ
と
が
で
き

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
の
町
内
会
も
少
子
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
の
自

主
活
動
の
場
で
あ
る
子
ど
も
会

や
、
伝
統
文
化
で
あ
る
黒
石
ね
ぷ

た
祭
り
を
継
続
す
る
た
め
に
も
、

他
の
町
内
会
と
連
携
し
て
進
め
る

こ
と
も
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

津
軽
友
達
づ
く
り
や
遊
び
を
通
し

て
人
間
関
係
を
構
築
し
た
り
、
集

団
生
活
の
中
で
ル
ー
ル
を
学
ん
だ

り
で
き
る
児
童
館
と
い
う
環
境
で
、

人
間
形
成
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

児
童
館
は
学
校
と
違
い
評
価
を

さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、
大
人
の
顔

色
を
気
に
せ
ず
「
素
」
の
ま
ま
で

い
ら
れ
る
場
所
で
、
緩
衝
材
的
な

面
も
あ
り
ま
す
。

学
校
が
統
合
さ
れ
る
と
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
で
の
移
動
に
時
間
が
か

か
り
、
児
童
館
に
い
る
時
間
が
短

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
か
に

時
間
と
場
所
を
確
保
し
て
い
く
か

が
、
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
澤
私
に
は
高
校
１
年
生
と
中
学

３
年
生
の
娘
が
い
ま
す
。
以
前
は

す
ぐ
に
叱
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

く
、
子
供
た
ち
が
私
と
距
離
を
置

い
て
し
ま
う
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
供
の
話
を
傾
聴
す
る

よ
う
に
し
、
ど
う
し
た
い
の
か
を

聞
い
て
支
援
す
る
こ
と
で
、
今
で

は
子
供
た
ち
と
の
会
話
や
笑
い
が

あ
ふ
れ
る
温
か
い
家
庭
に
な
り
ま

し
た
。

子
供
に
良
く
な
っ
て
欲
し
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
多
く
の
大
人
は

子
供
に
怒
り
が
ち
で
す
が
、
な
ぜ

怒
っ
て
い
る
の
か
が
子
供
た
ち
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

大
人
も
子
供
と
と
も
に
、
怒
ら
ず

自
分
の
考
え
を
伝
え
る
術
を
身
に

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

渡
邊
学
校
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
力

テ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
の
た
び
に
成

績
が
比
較
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
生
も
子
供
も
、
評
価
を
気
に
し

過
ぎ
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
評
価
さ
れ
る
た
め

に
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
知
識
や

思
考
力
、
表
現
力
な
ど
を
子
供
た

ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
て
あ
げ
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
力
だ
け
が
人
間
性
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
自
分
が
人
の
た
め
に
な

る
ん
だ
」と
考
え
ら
れ
る
環
境
を
大

人
が
作
り
、行
動
し
た
結
果
失
敗
し

て
も
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
を
振
り
返

ら
せ
、そ
の
過
程
を
認
め
て
あ
げ
る

こ
と
が
子
供
た
ち
の
達
成
感
に
つ
な

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
子
供
を
理
解
す
る

市
長
人
間
教
育
と
い
う
点
で
ど
の

よ
う
に
子
供
と
関
わ
る
べ
き
か
が
、

皆
さ
ん
の
抱
え
る
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
人
間
教
育
を
す
る
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す

る
べ
き
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が

考
え
ら
れ
ま
す
か
。

津
軽
児
童
館
職
員
は
、
県
児
童
館

連
絡
協
議
会
等
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
や
講
義
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、「
知

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
一
番
よ

く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
親
の

認
識
と
子
供
の
と
ら
え
方
が
違
う

と
い
う
小
さ
な
ず
れ
が
、
最
終
的

に
結
果
を
悪
く
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
大
人
が
子
供
た
ち
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
、
子
供
た
ち
を
理

解
し
て
あ
げ
る
た
め
に
、
研
修
や

講
義
を
通
し
て
、
知
識
を
得
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

石
澤
世
の
中
の
約
８
割
の
人
が
使

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
運
動
や
交
通
安
全
指

導
で
子
供
た
ち
が
地
域
の
人
の
顔

を
覚
え
、
普
段
道
路
で
会
っ
て
も

子
供
た
ち
か
ら
声
を
か
け
て
く
れ

て
、
逆
に
大
人
が
元
気
を
も
ら
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

学
校
が
統
合
す
る
と
、
学
区
も

大
き
く
な
り
ま
す
。
学
区
全
て
の

地
区
が
連
携
を
取
っ
て
、
一
緒
に

事
業
を
行
い
子
供
た
ち
に
歩
み
寄

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

親
も
学
び
自
信
を
持
つ

市
長
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
大

人
も
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
人
が
知
識
を
得
る
機
会
に

恵
ま
れ
て
い
な
い
の
も
事
実
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
に

大
人
が
参
加
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
。

子供たちの未来について話す参加者
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の
よ
う
に
連
携
の
輪
を
広
げ
て
い

く
か
が
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

石
澤
私
が
中
学
３
年
生
の
頃
、
中

郷
小
学
校
の
校
舎
で
３
か
月
ほ
ど

勉
強
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

休
み
時
間
に
な
る
と
小
学
生
と
遊

び
、
勉
強
に
追
わ
れ
る
立
場
で
あ

り
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
持
て
る

環
境
が
大
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

子
供
が
安
心
で
き
る
環
境
を

市
長
行
政
に
対
す
る
要
望
や
、
期

待
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

石
澤
子
供
に
対
す
る
愛
情
を
、
も

う
少
し
表
現
し
て
く
れ
る
先
生
が

増
え
る
と
、
子
供
た
ち
は
う
れ
し

い
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
笑

っ
て
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
て
ほ

し
い
で
す
。

津
軽
黒
石
は
誇
れ
る
故
郷
と
い
う

こ
と
を
教
育
す
る
時
間
を
設
け
て
ほ

し
い
で
す
。
故
郷
に
誇
り
を
持
つ

と
、将
来
黒
石
の
た
め
に
何
か
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
と
思
い
ま

す
。自
分
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
環

境
で
、精
神
的
な
勉
強
を
で
き
る
場

を
整
え
て
ほ
し
い
で
す
。

種
市
安
全
・
安
心
に
通
学
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
も
、

雨
や
雪
が
降
る
と
大
変
な
の
で
、

石
澤
私
は
娘
が
保
育
園
児
の
頃
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
15
年
間
続
け

て
や
る
と
決
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

娘
に
頑
張
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、

娘
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
か

ら
で
す
。親
の
成
長
は
子
供
の
た
め

と
、楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
な

考
え
方
が
必
要
で
す
。

渡
邊
授
業
参
観
に
は
、
親
は
積
極

的
に
来
て
く
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
で
夜
の

９
時
頃
ま
で
練
習
を
頑
張
っ
て
い

る
子
供
も
多
く
、
親
が
送
り
迎
え

を
し
て
い
ま
す
。
子
供
に
と
っ
て

は
、
自
分
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

親
に
見
て
も
ら
え
る
こ
と
は
す
ご

く
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

親
に
と
っ
て
も
子
供
に
と
っ
て
も

大
変
な
期
間
で
す
が
、
こ
こ
を
頑

張
っ
て
一
つ
の
思
い
出
と
し
て
残

し
て
ほ
し
い
で
す
。

種
市
藤
崎
町
の
常
盤
地
区
で
は
以

前
、
土
・
日
曜
日
の
部
活
動
を
な

く
し
、
子
ど
も
会
育
成
会
の
事
業

を
行
う
日
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

今
は
共
働
き
の
家
庭
が
多
い
の

で
上
手
く
時
間
が
取
れ
ず
、
た
ま

の
休
日
は
家
族
で
出
掛
け
る
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
子
供
同

士
だ
け
で
な
く
親
同
士
も
仲
良
く

な
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
参
加

す
る
と
い
っ
た
機
会
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

津
軽
夜
に
母
親
ク
ラ
ブ
の
総
会
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
母
親

が
来
ら
れ
な
い
と
き
は
父
親
が
来

て
く
れ
る
な
ど
、
昔
よ
り
も
参
加

し
て
く
れ
る
家
庭
が
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
は
、

時
間
が
な
い
中
参
加
し
て
く
れ
る

人
た
ち
の
頑
張
り
を
認
め
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
親
が
認

め
ら
れ
自
信
を
持
つ
こ
と
が
、
子

育
て
の
自
信
に
も
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
都
合
が
悪
く
て
参
加
で

き
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

数
分
だ
け
で
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

を
伝
え
ら
れ
る
時
間
を
つ
く
り
、

少
し
ず
つ
参
加
す
る
機
会
に
つ
な

げ
ら
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

各
分
野
連
携
の
可
能
性

市
長
学
校
や
地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児

童
館
が
個
々
に
事
業
を
行
う
の
で

は
な
く
、連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
よ
り
よ
い
事
業
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。各
分
野
が
連
携
す
る
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

渡
邊
連
携
す
る
に
は
、
お
互
い
の

顔
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
幼
稚
園
・
保
育
園

児
と
小
学
生
や
、
小
学
生
と
中
学

生
が
ご
み
拾
い
や
ブ
ラ
ン
コ
に
乗

る
な
ど
、
一
緒
に
何
か
を
す
る
こ

と
で
、
年
上
の
子
供
は
優
し
く
育

ち
、
年
下
の
子
供
は
、
年
上
の
子

供
に
あ
こ
が
れ
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
か
ら

も
、
中
郷
中
学
校
と
同
じ
敷
地
内

に
新
黒
石
小
学
校
が
で
き
る
こ
と

に
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。

種
市
北
地
区
で
は
日
頃
か
ら
学
校

や
こ
ど
も
園
な
ど
と
連
携
し
て
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
統
合

す
る
こ
と
で
、
か
な
り
人
数
が
多

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち

に
は
一
日
で
も
早
く
そ
の
環
境
に

慣
れ
て
、
一
生
懸
命
勉
強
や
ク
ラ

ブ
活
動
に
励
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

大
人
も
、
大
き
く
な
っ
た
学
区
で

さ
ら
に
連
携
し
て
事
業
を
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

津
軽
児
童
館
で
は
、
小
学
校
や
地

区
の
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
て
踊

り
を
披
露
す
る
な
ど
、行
事
に
参
加

し
た
り
共
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

統
合
し
地
区
が
広
が
る
と
、
ど

屋
根
つ
き
の
待
合
所
の
設
置
を
考

え
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
子
供

た
ち
の
安
全
の
た
め
に
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
警
杖じ

ょ
う

の
設
置
を
お
願
い
し

た
い
で
す
。

渡
邊
小
中
連
携
を
す
る
こ
と
で
、

生
徒
に
と
っ
て
も
い
い
環
境
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
交
流
す
る
場
面

が
増
え
る
こ
と
が
、
次
の
世
代
を

育
て
る
機
会
に
も
つ
な
が
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
幼
少
期
に
故
郷
で
過
ご
し
た
経

験
は
一
生
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
つ
な
げ
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
を
大
人
が
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長
来
年
度
か
ら
小
学
校
適
正
配

置
で
、
今
ま
で
と
は
全
く
異
な
る

教
育
環
境
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
が
マ
イ
ナ
ス
要
素
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

本
市
も
子
供
た
ち
に
と
っ
て
勉

強
し
や
す
い
環
境
や
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
に
親
し
み
や
す
い
環
境
な
ど
、

子
供
た
ち
が
持
つ
能
力
を
い
か
ん

な
く
発
揮
で
き
る
教
育
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
本
市
の
子
供
た
ち
を
皆

さ
ん
で
見
守
り
、
育
て
あ
げ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

連携の可能性を探る参加者

広報くろいし・令和２年１月１日 6
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市は、今年度から旧六郷中学校校庭を新たな雪置場
として設置しました。「黒石市民専用雪置場」の立て看
板が目印で、利用時間は午前８時から午後５時までで
す。
利用する際は、雪以外は置かない、絶対に子供たち
を遊ばせないなど基本的なマナーを守り、４㌧以下の
車両を使用するようお願いします。
※�問い合わせ先…市土木課土木係☎52－2111内線
581・582

市は、令和２年度に発注する建設工事や測量・建設
コンサルタント、物品・製造等の入札参加を希望する
業者の申請を、次のとおり受け付けます。詳しくは、
お問い合わせください。
◆�受付期間…２月３日（月）〜28日（金）（土・日曜日、�
祝日を除く午前８時30分〜午後４時30分）
◆�提出書類…▽参加資格申請書▽納税証明書▽使用印
鑑届▽印鑑証明書▽現在事項証明書（個人の場合は
身分証明書）▽各種許可書▽登録証明書―など
◎�申請要項や市内業者用物品製造等の申請書、提出書
類一覧は市ホームページからダウンロードできます。
※�申し込み・問い合わせ先…市総務課管財係☎52－
2111内線211

雪 置 場 を 新 た に 設 置

入 札 参 加 希 望 業 者 の
申 請 を 受 け 付 け

国
民
年
金
制
度
は
、
高
齢
者
や

病
気
・
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
人
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
人

な
ど
を
、
働
い
て
い
る
世
代
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た

制
度
で
す
。

20
〜
60
歳
の
人
は
、
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
は
20
〜
60
歳
の
人
が

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度

で
す
。
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営

す
る
た
め
、
年
金
の
給
付
は
生
涯

に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
種
類

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
他
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
基

礎
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
、
遺
族
基
礎
年
金
は
加

入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加

20

歳

に

な

っ

た

ら

国
民
年
金
に
加
入
を

入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」

や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

各
種
制
度
の
利
用
を

◆�

学
生
納
付
特
例
制
度
…
学
生
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度

◆�

納
付
猶
予
制
度
…
学
生
で
な
い

50
歳
未
満
の
人
で
、本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
国
保
年
金

課
国
民
年
金
係
☎
52
－
２
１
１�

１
内
線
１
２
０
・
１
２
２
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ぼくは薬剤師になって、病気の人や体の調子が悪い
人が元気になれるよう、よく体にきく薬を作りたいと
思います。
そのために、たくさん勉強して、薬学部のある学校
に入学し、薬の種類や効果、使い方を学び、新薬を開
発するなど、日本の医療が発展するようにがんばりま
す。

ぼくは、将来プロ野球選手になりたいです。今、ぼ
くは南黒クラブで毎日野球の練習をがんばっています。
練習は午後６時から９時までなのでかなりつらいです。
でも自分の夢をかなえるためにふんばっています。
今後もプロ野球選手になれるように練習をがんばっ
ていきたいたいです。そしてお金をいっぱいかせぐ有
名な選手になります。

私の将来の夢は、卓球の全国大会で良い成績を残し

て、伊藤美誠選手のように強くて有名な選手になるこ

とです。有名になるために、強い選手を見習ってたく

さん練習したいです。みんなに私が活やくしていると

ころを見せて、たくさん応えんしてもらえるような強

い選手になりたいです。

ぼくは、祖父のあとをつぎます。農家になり、お米
やりんごを作りたいです。小さいころから、稲わらを
かついだり、りんごの木を集めて切ったりしていまし
た。大変なことも多いけれど、自分でお手伝いをして
できたお米やりんごはとてもおいしいです。他の人に
も我が家のお米やりんごを食べてもらいたいです。とっ
てもおいしいよ。食べでみへぇ。

私の将来の夢は、保育士になることです。その夢を
実現するために、進んで妹と弟の世話をしています。
泣いている時は、理由を聞いて不満を解消してから、
なぐさめるようにしています。
これから必要な力は、コミュニケーション能力だと
思っています。子どもの保護者と話したり、協力した
りして仕事をすることがあるからです。そのために、
相手に分かりやすく話すことを心がけていきたいです。

クリーンアップは
俺 が 打 つ ！

ぼ く の ７ 年 後

夢 に 向 か っ て

黒石小学校５年
三浦 航

こ う

くん

六郷小学校５年
工藤 天

た か と

斗くん

黒石東小学校６年
村上 さくらさん

薬剤師になって
人の役に立ちたい 将 来 の 夢

北陽小学校５年
工藤 龍

り ゅ う び

飛くん

東英小学校６年
今 瑠

る あ

愛さん

将来の夢
ぼくの・わたしの

今年の干支は「子
ね
」。

市内９小学校の子年（平成20年）生まれの児童に将来の夢について聞きました。
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ぼくの将来の夢は、お医者さんになることです。外
科医になりたいと思っています。前に、テレビで、無
医村に行って病気やけがで困っている患者さんを助け
ているお医者さんを見ました。その番組を見て、ぼく
も困っている人たちを助けたいと思いました。
ぼくは、本当は勉強が苦手です。でも、お医者さん
になるために、たくさん勉強したいと思います。いつ
も、患者さんが笑顔でいられるようなお医者さんにな
れるよう、がんばります。

私の夢は、なでしこジャパン！！
私は小さい頃からずっとサッカーをやっています。
今も毎日、夢に向かって一生懸命取り組んでいます。
しかし、なでしこジャパンにはそう簡単には選ばれま
せん。だから選ばれるためにもっとご飯をたくさん食
べて、体力をつけ、練習でも周りより早く出て人より
多く練習し、誰よりも上手くなりたいです。

平成20年の主な出来事
【市内】�▽Ｂ－１グランプリに黒石つゆやきそば初出展

▽「東北ふるさとＣМフェスティバル2008」
でフェスティバル大賞部門の最優秀賞を受賞▽
黒石よされ、やぐら復活

【国内】�▽麻生太郎新内閣発足▽南部陽一郎氏、小林誠
氏、益川敏英氏がノーベル物理学賞、下村脩氏
がノーベル化学賞を受賞

【世界】�▽北京五輪が開催▽第44代アメリカ合衆国大統
領選挙でバラク・オバマ氏が当選

子年生まれの市民
（令和元年12月23日現在）

男…1,312人 女…1,383人 計2,695人

私の将来の夢は、保育士になることです。それは、
私より年下の子どもと遊ぶのが好きだからです。これ
までも、一緒に話したり遊んだりすると、相手の気持
ちが笑顔で返ってきて、私の心が温まることがよくあ
りました。ですから、うれしさだけでなく、困ってい
ることやしてほしいことなど、子どもの気持ちをよく
知って保育ができるようになりたいです。これからも、
誰にでも優しく接していきたいと思います。

私の将来の夢は、看護師になることです。私のお母
さんは看護師をしています。私は、お母さんの働くと
ころを見てすごくすてきだなと思いました。将来、病
気などで苦しんでいる人の助けになりたいです。その
ために今から一生けん命勉強して夢に近づけるように
がんばります。牡丹平小学校は、黒石東小学校と統合
になります。６年生になったら東小でたくさん友達を
作りたいです。

夢

お母さんのような
看 護 師 に

追子野木小学校５年
佐藤 果

か り ん

林さん

牡丹平小学校５年
那須 彩

あ や か

花さん

叶 え た い ！
ぼ く の 夢

子どもの気持ちを
理 解 し て

中郷小学校５年
寺山 大

だ い ご

悟くん

浅瀬石小学校６年
佐藤 瑶

は る な

奈さん 将来の夢
ぼくの・わたしの

今年の干支は「子
ね
」。

市内９小学校の子年（平成20年）生まれの児童に将来の夢について聞きました。
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県
は
、
子
供
の
就
学
支
度
や
修

学
、
就
職
支
度
な
ど
で
資
金
が
必

要
な
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
寡

婦
の
人
に
対
す
る
予
約
貸
付
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆�

対
象
…
児
童
等
が
令
和
２
年
度

に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
が
、

経
済
的
な
理
由
で
進
学
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
な
世
帯

◆�

予
約
貸
付
資
金
の
種
類
…
▽
就

弘
前
圏
域
（
弘
前
市
、
黒
石
市
、

平
川
市
、
藤
崎
町
、
板
柳
町
、
大

鰐
町
、
田
舎
館
村
、
西
目
屋
村
）

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
協
議
会

は
「
弘
前
圏
域
空
き
家
・
空
き
地

バ
ン
ク
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
は
、
指

名
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申

請
の
定
期
受
付
を
、
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
企

業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tusui.jp

）を
ご
ら
ん
に
な

る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆�

対
象
…
同
企
業
団
が
発
注
す
る

次
の
業
務
の
指
名
競
争
入
札
等

に
参
加
お
よ
び
随
意
契
約
に
よ

り
契
約
締
結
を
希
望
す
る
者
▽

建
設
工
事
の
請
負
▽
測
量
・
建

国
は
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き

な
い
求
職
者
が
早
期
就
職
で
き
る

よ
う
、
職
業
訓
練
な
ど
の
求
職
支

援
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

◆�

訓
練
期
間
…
２
月
21
日
（
金
）

学
支
度
資
金
＝
入
学
金
、
制
服

購
入
等
の
費
用
▽
修
学
資
金
＝

授
業
料
や
書
籍
代
等
の
費
用
▽

修
業
資
金
＝
就
職
に
必
要
な
知

識
技
能
の
習
得
費
用

◆�

申
請
期
限
…
１
月
31
日
（
金
）

◎�

貸
し
付
け
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

※�
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
…
中
南

地
域
県
民
局
地
域
健
康
福
祉
部

福
祉
総
室
福
祉
調
整
課
☎
35
－

１
６
２
２

同
バ
ン
ク
は
、
圏
域
内
に
あ
る

空
き
家
や
空
き
地
を
売
り
た
い
・

空
き
家
を
貸
し
た
い
所
有
者
と
、

買
い
た
い
・
借
り
た
い
と
い
う
移

住
・
定
住
希
望
者
や
利
活
用
希
望

者
と
の
橋
渡
し
を
す
る
制
度
で
す
。

売
り
た
い
、

貸
し
た
い
空
き

家
や
空
き
地
を

持
っ
て
い
る
人

は
、
有
効
活
用

の
た
め
に
ぜ
ひ

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
市
企
画
課
企

画
調
整
係
☎
52
－
２
１
１
１
内

線
２
３
６

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
▽
業
務

委
託
▽
製
造
の
請
負
・
物
件
の

買
い
入
れ
・
そ
の
他
の
契
約

◆�

申
請
方
法
…
１
月
10
日
（
金
）

〜
３
月
２
日
（
月
）
に
同
企
業

団
へ
必
要
書
類
を
持
参
か
郵
送

◆�

有
効
期
間
…
２
年
間
（
９
月
１

日
〜
令
和
４
年
８
月
31
日
）

※�

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
…
〒
０�

３
６
－
０
３
４
２
黒
石
市
大
字

石
名
坂
字
姥
懐
２
、
同
企
業
団

津
軽
事
業
部
☎
52
－
６
０
３
３

〜
５
月
20
日
（
水
）

◆�

募
集
期
限
…
１
月
27
日
（
月
）

◆�

定
員
…
15
人

◆�

場
所
…
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
弘
前
教
室

（
弘
前
市
外
崎
４
－
２
－
３
）

ゼ
ロ
か
ら
学
べ
る
パ
ソ
コ
ン
・
簿

記
事
務
科
（
託
児
サ
ー
ビ
ス
付
）

◆�

訓
練
期
間
…
２
月
28
日
（
金
）

〜
５
月
27
日
（
水
）

◆�

募
集
期
限
…
１
月
29
日
（
水
）

◆�

定
員
…
15
人

◆�

場
所
…
キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｓ
弘
前
教
室
（
弘
前

市
土
手
町
１
３
４
－
８
）

※�

問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
黒
石
☎
53
－
８
６
０
９

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

の
予
約
貸
付
を
実
施

指
名
競
争
入
札
等
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
け
付
け

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

の
予
約
貸
付
を
実
施

空き家・空き地
バンクへ登録を

求職者支援訓練
受 講 生 募 集 中
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　年１回健（検）診を受けましょう！
自覚症状がないまま進行する生活
習慣病の予防や早期発見・治療には、
若い頃からの定期的な健（検）診が
大切です。健（検）診で異常が見つ
かった場合は放置せずに早期に治療　　
することが重症化予防、健康長寿に
つながります。

　生活習慣病は重症化すると大変に！
糖尿病や高血圧などの生活習慣

病は重症化すると、心筋梗
こうそく

塞や脳
梗塞、脳出血、腎不全に移行しや
すくなります。健康長寿のために
は、日頃から規則正しい食生活と
適度な運動、休養を心掛け、良い
生活を習慣づけることが大切です。

30年度の市国民健康保険の総医療費は約32
億円で、1人当たりの医療費にすると年間約
35万円になります。
左のグラフは、30年度市国民健康保険加入
者の主な疾病の１年間の総医療費です。糖尿
病が約１億8,400万円、高血圧症が約１億
1,800万円、慢性腎臓病（透析あり）が約１億
800万円と、生活習慣病を起因とする疾病が
上位を占めています。
レセプト１件当たりの医療費では、クモ膜
下出血、脳出血が約56万円、慢性腎臓病（透糖尿病 高血圧症 慢性腎臓病

（透析あり） 脳梗塞 クモ膜下出
血、脳出血

183,883,630 117,796,730 108,162,480 58,580,950 38,679,830 総医療費（円）
5,664 8,917 246 560 69 総件数（件）
32,465 13,210 439,685 104,609 560,577 レセプト１件当たりの医療費（円）

析あり）が約44万円と他の疾
病に比べて非常に高額になっ
ています。

さとう せつなくんおおゆ おうじろうくんかきはら はくくんちば かいせいくんさとう さつきちゃん

むらかみ しゅうりゅうくんむらかみ しゅうせいくんありま りずさちゃんみかみ ゆいとちゃんたかはし とわくん

さとう りんかちゃんぬまはた りこちゃんますかわ みはるちゃん

　12月に３歳児健診を受診した元気な
子供たちを掲載しています。

今号では、平成30年度の市国民健康保険の疾病別医療費等を紹介します。

広報くろいし・令和２年１月１日11



12月３日、秋田雨雀記念館（伊藤英俊館長）が主催する
「みつばちの子らへ〜第２回秋田雨雀の童話朗読会」が中郷
中学校で開催されました。

この朗読会は、名誉市民である秋田雨雀の功績や魅力を
後世に伝えることが目的。ＡＢＡ青森朝日放送の石塚絵里
子氏が発声指導を行い、同中学校２年生98人が、「太陽と花
園」を一文ずつ朗読しました。

生徒たちは、「太陽と花園」を丁寧に読み上げながら、秋
田雨雀文学の世界観に触れました。

12月８日、市教育委員会が主催する「第37回黒石少年少
女合唱団定期演奏会」が、黒石公民館多目的ホールで開催
されました。

出演した団員16人は、「黒石少年少女合唱団団歌」や「い
つも何度でも」、「夕日が背中を押してくる」など全15曲を
澄んだ歌声で披露。

また、団員らと観客が一緒に歌う「みんなで歌いましょ
う」のコーナーでは、「パプリカ」を踊りながら歌い、会場
一体となって盛り上がりました。

12月８日、市と市教育委員会が主催する「令和元年度実
年式」がグリーンパレス松安閣で行われました。

この日は、今年度60歳を迎える64人が出席し、市民憲章
の唱和や、黒石市民の歌を斉唱。実年者代表の大溝正さん
は「これからの人生を第二の青春時代として、一日一日を
大事にしていきたい」と挨拶しました。

その後、おおいた観光特使の矢野大和氏と落語家の柳家
小んぶ氏が「人生60歳からが面白い」をテーマに、ユーモ
アあふれる記念講演を行いました。

秋田雨雀の魅力を伝える童話朗読会

少 年 少 女 合 唱 団 が 歌 声 を 披 露

6 0 歳 を 祝 う 実 年 式 を 開 催

■ 12月４日、明るい選挙の推進に尽力した人に贈
られる選挙制度130周年記念総務大臣感謝状
が、須藤孝子さん（野添町）に贈呈されました。

12月12日、みゆきジュニアバドミントンクラブの今仁亜
君（中郷小６年）と渡邊裕貴君（牡丹平小６年）が市長室
を訪れ、「第25回東北小学生バドミントン大会兼第28回全国
小学生バドミントン選手権大会東北地区予選会」での入賞
を髙樋市長に報告しました。

今君、渡邊君は、同大会の６年生以下男子ダブルスで３
位に入賞。12月22日から徳島県鳴門市で開催される同全国
大会に出場します。２人は「スピードを持ち味に、積極的
なプレーで優勝を狙いたいです」と意気込みを語りました。

今・渡邊ペアがバドミントン全国大会へ

広報くろいし・令和２年１月１日 12



「令和」に改元される、消費税が８％から10％になるなど、さまざまな出来事が
あった2019年。今号では「広報くろいし」2019年１月１日号〜12月15日号に掲
載された内容から、本市の出来事を振り返ります。

本市の国際交流員に
キャメロン・ブリット
さんが着任。観光パン
フレットの翻訳やオー
ストラリアのイベント
で本市をＰＲするな
ど、多岐にわたって活
躍しています。

市内７小学校が10月
５日から11月９日まで
の間に、それぞれ閉校
記念式典を挙行。閉校
式では、伝統を受け継
いできた校旗の返納や
在校生による校歌斉唱
などが行われました。

市は、10月17日〜11月
１日に姉妹都市岩手県
宮古市へ令和元年台風
第19号による災害応急
復旧業務のために職員
を派遣。派遣された職員
らは、家屋調査や給水活
動などを行いました。

10月27日、ＡＢＡ青森
朝日放送が主催する「第
19回ふるさと自慢わが
まちＣＭ大賞」で本市
の作品が大賞を受賞。
審査発表会の様子は、
１月３日に同局で放送
されます。

４月21日に行われた
第17回黒石市議会議員
一般選挙の結果、16人
の市議会議員が決定。
令和元年第１回臨時会
では、工藤和子議員が
初の女性議長に就任し
ました。

市が主催する「黒石
コミュニティファーム」
が開園。区画を利用し
た市民は、それぞれ好
きな野菜や花などを栽
培し、大きく実った作
物の収穫を楽しみまし
た。

平成20年から休館に
なっていた黒石公民館
多目的ホールが１月か
ら利用を再開。１〜３
月には確定申告の会場
に、４月以降にはたく
さんのイベントなどに
利用されました。

まちづくりの指針と
なる「第６次黒石市総
合計画」を策定。『いく
つになっても住みよい
まち次世代につなぐ故
郷くろいし』を基本理
念に掲げました。

で振り返る

12月
１日号

11月
15日号

12月
１日号

９月
１日号

１月
15日号

４月
15日号

５月
15日号

６月
１日号

市内７小学校で閉校式

ふるさと自慢わがまち
ＣＭ大賞を受賞

 災害応急復旧のために
市職員を派遣

キャメロンさんが
国際交流員に着任

黒石公民館多目的ホール
再開

第６次黒石市総合計画を
策定

16人の市議会議員決定、
初の女性議長が就任

黒石コミュニティファーム
開園

2019年を

広報くろいし・令和２年１月１日13
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就
学
援
助
制
度

市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
、
学
用
品
・
給
食
・

修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援
助

す
る
「
就
学
援
助
制
度
」
を
、
次

の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

対�

▽
生
活
保
護
停
止
か
廃
止
▽
市

民
税
非
課
税
か
減
免
▽
国
民
年

金
保
険
料
全
額
免
除
▽
児
童

扶
養
手
当
受
給
―
な
ど

申�

就
学
援
助
申
請
書
な
ど
を
各
学

校
へ
提
出

※�

市
学
校
教
育
課
学
務
係
☎
52
－

２
１
１
１
内
線
６
０
５・６
０
６

水
道
管
凍
結
・
破
裂
時
は

市
指
定
業
者
へ

冬
期
間
、
水
道
管
が
凍
結
・
破

裂
等
に
よ
り
修
理
が
必
要
な
場
合

は
、
市
指
定
業
者
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
１
月
の

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
次
の
当
番

業
者
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

※�

市
上
下
水
道
課
施
設
係
（
境
松

庁
舎
）
☎
52
－
２
１
１
１
内
線

５
５
７
・
５
５
８

上
下
水
道「
夜
間
料
金
窓
口
」

市
は
、
水
道
料
金
や
下
水
道
使

用
料
の
支
払
い
等
の
た
め
、
次
の

と
お
り
「
夜
間
料
金
窓
口
」
を
開

設
し
ま
す
。

時�

１
月
15
日（
水
）・
27
日（
月
）・

31
日（
金
）午
後
７
時
30
分
ま
で

場�

市
役
所
境
松
庁
舎
１
階

※�

市
上
下
水
道
課
総
務
係
（
境
松

庁
舎
）
☎
52
－
２
１
１
１
内
線

５
５
２
〜
５
５
４

本
市
へ
の
移
住
・
就
業
で

最
大
１
０
０
万
円
を
支
給

市
は
、
本
市
に
転
入
す
る
直
前

に
連
続
し
て
５
年
以
上
、
東
京
23

区
に
在
住
・
通
勤
し
て
い
た
人
が
、

就
業
・
起
業
し
た
場
合
に
移
住
支

援
金
を
次
の
と
お
り
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

￥�

▽
単
身
者
…
60
万
円
▽
２
人
以

上（
同
一
世
帯
）…
１
０
０
万
円

※�

市
商
工
課
産
業
推
進
係
☎
52
－

２
１
１
１
内
線
６
４
２

移
住
を
応
援
し
ま
す
！

青
森
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

県
は
、
本
県
へ
移
住
を
考
え
て

い
る
人
を
対
象
に
青
森
暮
ら
し
セ

ミ
ナ
ー
「
津
軽
と
南
部
！
面
白
い

の
は
ど
っ
ち
だ
！
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

移
住
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
、

心
配
事
な
ど
に
対
応
し
、
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

時�

１
月
13
日
（
月
・
祝
）
午
後
２

〜
５
時

場�

秋
葉
原
Ｕ
Ｄ
Ｘ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
４

－
14
－
１
）

内�

▽
セ
ミ
ナ
ー
▽
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
▽
個
別

　
相
談
会
―
な
ど

申
下
記
の
Ｑ
Ｒ

　
コ
ー
ド
か
ら

※�

県
地
域
活
力
振
興
課
移
住
・
交

流
推
進
グ
ル
ー
プ
☎
０
１
７
－

７
３
４
－
９
１
７
４

市
保
健
協
力
員
会
主
催

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

市
保
健
協
力
員
会
は
「
笑
い
ヨ

ガ
」
か
ら
学
ぶ
健
康
法
を
テ
ー
マ

に
令
和
元
年
度
「
黒
石
市
保
健
協

力
員
会
主
催
研
修
会
」
を
次
の
と

お
り
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

時�

１
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

場�

ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
２
階
大
会

議
室

定�

50
人

内�

笑
い
と
深
呼
吸
を
組
み
合
わ
せ

た
健
康
体
操
「
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ

（
笑
い
ヨ
ガ
）」

申�

１
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
市
健

康
推
進
課
へ

◎�

く
ろ
い
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ

イ
ン
ト
対
象
の
事
業
で
す
。

※�
市
健
康
推
進
課
☎
52
－
２
１
１�

１
内
線
２
４
４
〜
２
４
７

期日 当番業者 電話番号
１･11･25日 ㈲入江ポンプ 57－2340
２･12･26日 ㈲桜庭設備 52－4442
３･13日 管電工業㈱ 53－1155
４･18日 ㈲倉島プロパン 52－2238
５･19日 ㈱北奥水道 53－5289

落合共同浴場 臨 時 休 業
落合共同浴場は、１月16日（木）に館内

特別清掃を行うため、臨時休業します。
利用者の皆さんにはご不便をおかけしま

すが、ご理解とご協力をお願いします。
※ 市企画課市民参画交流係☎52－2111

内線238

✿（有）ジャストサービス✿（福）すみれ会✿（有）つがる介護✿（福）報徳会✿（有）くろいし介護✿住宅型有料老人ホー
ム繋がり✿（福）三笠苑✿田村眼科✿田村コンタクトレンズ✿はなぞの小児科クリニック✿（福）御幸会デイサービス
センターあさがお✿（福）五倫会美郷こども園・中郷こども園✿（福）御幸会アリス保育園✿（株）津軽新報社✿東奥日
報黒石小山内新聞店✿（公財）黒石市民財団✿（株）津軽環境✿（株）北奥水道✿NPO法人あおぞら作業所✿（公社）黒
石市シルバー人材センター✿（公社）青森県シルバー人材センター連合会✿ヒロデン（株）✿スパハウスろっかぽっか
✿（株）ベイシックサンミッシェルトキワ✿（弁）プレシャス総合法律会計事務所 ※順不同・敬称略

黒石支援サポーターのご紹介
昨年「広報くろいし」有料広告のご利用により本市を応援していただきました

同イベント詳細・
申 し 込 み

◎受け付け時間は８時15分から午後５時までです。

◆１月の当番業者
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1月の集団健（検）診
くろいし健康マイレージポイント対象です!!

総合健診
スポカルイン黒石 
時 17日（金）・19日（日）（受け付け時

間は午前７〜９時）
子宮頸がん･乳がん検診

スポカルイン黒石 
時 26日（日）（受け付け時間は正午

〜午後１時）
　いずれも事前に、電話か直接市健
康推進課へ申し込みが必要です。 
詳しくは、お問い合わせください。
※市健康推進課成人保健係 
　☎52－2111内線246・247

今
月
の
相
談
案
内

内　容 日　　　時 場　　　所

福 祉 月〜金曜日/9：00〜17：00 市社会福祉協議会「ふれあい
相談所」☎52－9600

生 活 困 窮 月〜金曜日/8：15〜17：00 市社会福祉協議会「黒石市自
立相談支援窓口」☎52－9600

家庭・婦人・母子 月〜金曜日/8：15〜17：00 福祉総務課（内線518）
後期高齢者保険 27日㈪/19：00まで 国保年金課（内線125・131）
介 護 保 険 料 27日㈪/19：00まで 介護保険課（内線525・526）
教 育 月〜金曜日/9：00〜16：00 指導課（内線612・613）

青 少 年 問 題 月〜金曜日/9：00〜16：00 市青少年相談センター（社会
教育課内）☎52－2876

下 水 道 月・水曜日/9：30〜15：30 上下水道課（内線559）
健 康 ６・20日㈪/10：00〜12：00 健康推進課（内線244〜247）

こころの健康 30日㈭/14：00〜16：00
市産業会館4階小会議室（健康
推進課・内線246・247）※事前
予約必要

納税　（夜間）6日㈪・15㈬・27日㈪/19：00まで 収納課（内線141・142）

多 重 債 務
（借 金 問 題） 19日㈰/9：00〜16：00

市役所１階相談室�
（３日前まで収納課・内線144
で受け付け）

困 り ご と 14日㈫・27日㈪/9：00〜15：00 市役所１階相談室
※困りごと相談は当日8:15か
ら市民環境課・内線133で受
け付け※法テラス法律相談は
法テラス青森に事前予約必要
☎050－3383－5552

法テラス法律 22日㈬/ 9：30〜12：00
人 権 15日㈬/10：00〜15：00
行 政 16日㈭/10：00〜12：00
土地家屋調査士 ８日㈬/13：00〜16：00

消 費 者 火〜日曜日/8：30〜17：00
弘前市市民生活センター�
（弘前圏域消費生活相談窓口）�
☎34－3179

月〜金曜日/9：00〜17：00 市民環境課（内線133）

「あすなろの森」は、さまざま
な理由で家に引きこもりがちにな
っている人（市内在住）のための
居場所です。１月の「あすなろの
森」は、（福）報徳会の『「わ」の
カフェ〜身近な誰かが身近な誰か
を支える〜きっかけ作りの場』と
共同開催をします。詳しくはお問
い合わせください。
時１月15日（水）午後２〜４時
場松の湯交流館
￥無料
内過ごし方は自由
※市社会福祉協議会☎52－9600

1月の「あすなろの森」

時

時

◯人口33,120（△15）・男…15,494（△3）・女…17,626（△12）◯世帯数13,843（19）

住民基本台帳調べ11月末現在　　（　）内は前月比人 口 の 動 き人 口 の 動 き
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国
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３

１月の休日当番医
■年始分は12月15日号に掲載■

12日日かきさか医院 ☎53-2255

13日月黒石あけぼの病院 ☎52-2877

19日日盛耳鼻咽喉科 ☎53-1187

26日日山谷胃腸科内科 ☎54-8370



このコーナーでは、各界で活躍されている人や新た
に着任した人、今年度成人を迎える人からの年賀状を
紹介します。

　第28回全国高等学校漫画選手権大会（まんが甲子園）

　三菱電機賞とゲスト審査員賞を受賞

　黒石商業高等学校　漫画研究部

　令和元年度全国高等学校総合体育大会出場
　黒石高等学校　フェンシング部

　新成人　山口　穂華さん

　
黒
石
川
柳
社
会
長　
三
浦　
蒼
鬼
さ
ん

　市教育委員会外国語指導助手

　カイル・ミハレスさん、ザカリー・マッタさん　

編集後記
昨年は、取材や編集で多くの皆さんにご協力
いただき、ありがとうございました。本年もよ
り親しみやすい紙面を皆さんにお届けできる
よう努めていきますので、今後とも「広報くろ
いし」のご愛読をよろしくお願いします。




